


映画「マイスモールランド」について 
日本に住む難民申請中のクルド人の家族に告

げられた過酷な現実。在留資格を失い、普通の

高校生としての日常が奪われてしまった 17 歳の

主人公サーリャが、理不尽な社会と向き合いな

がら、自分の居場所を探し、成長していく物

語。2022 年度のベルリン国際映画祭／アムネス

ティ国際映画賞《特別表彰》に輝いた。 

 主人公サーリャを、5 カ国のルーツを持ち、

ViVi モデルとして活躍する嵐莉菜が演じ、サー

リャが心を開く少年・聡太を注目の俳優・奥平

大兼が演じる。是枝裕和監督率いる映像制作者

集団「分福」の川和田恵真監督の長編デビュー

作。『万引き家族』×『ドライブ・マイ・カ

ー』のスタッフが贈る、国境を越え胸に響く感

動作。（「マイスモールランド」オフィシャル

サイトから引用） 

 

人権から考える外国人の収容問題とは？ 
2021 年 3 月、スリランカ国籍の女性が名古屋

の入管施設で亡くなりました。1997 年から、確

認できるだけでも 17 人の外国人が日本の入管施

設で亡くなっています。 

もっとも多い死因は病死。入管施設では適切な

医療が受けられません。次に多いのが自殺。長

期収容は、収容されている人の精神をむしばみ

ます。その他、ハンガーストライキによる餓死

や、入管職員による暴行致死の疑いがあるケー

スもありました。 

そんな入管施設に収容されているのは、日本

の在留資格を失った外国人です。収容された人

の 99%は間もなく帰国しているのですが、理由

があって帰国できない人たちもいます。 

帰国できない理由は、子どもが日本で生まれ

育った、自国の迫害から逃げてきた、自国への

入国を拒否されているなどさまざま。入管施設

は本来、送還するまでの間だけ一時的に収容す

るための場所です。にもかかわらず、帰国でき

ずに収容されている外国人の約半分は、半年以

上の長期に渡って収容されています。 

最近ニュースでよく聞く、外国人の収容問

題。実は 20 年以上も前からずっと、そこでは人

権が守られていないと国連から批判されていま

した。その背景には、問題だらけの法律とその

運用があります。 

在留資格のない人は全員施設に収容するのが

前提で、収容期限に上限はなく、収容に関する

決定は、裁判所ではなく入管庁が行っている。

「身体の自由」を無期限に奪う権限を、司法で

はなく、行政機関が持っているのです。 

人権は、国籍や在留資格で差別されることな

く守られるべきもの。入管庁などの国家機関

が、好き勝手に自由を奪ってはいけない。これ

は世界人権宣言をはじめとする世界のルールで

す。 （アムネスティ日本のＨＰから引用） 

 

 

夏休みの高校生、大学生に是非見てほ

しい！！ 

 
今、夏休みの最中の高校生、大学生などの若

い人たちに是非この映画を見てほしい。主人

公サーリャは、皆さんと同じ世代のクルド人

の高校生。映画は私たちのすぐそばで起きて

いることを描いています。日頃私たちが知ら

ない、あるいは気づかない、難民申請中の家

族、日本における難民支援の問題に目を向け

るきっかけになればと思います。 

 この「マイスモールランド」を家族で鑑賞

していただき、同じ日本に暮らしながら、夢

を持てずに苦しんでいる高校生がいることを

知り、日本に暮らす外国の人々が安心して暮

らすために私たちに何ができるかを家族で話

あっていただけると嬉しいです。 

 

 
会場はアムネスティ大阪事務所と同じビルです 

大阪事務所 電話：06-6227-8991 
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